












はじめに 

わが国の妊産婦死亡率は戦後著しく減少したが、諸外国に比しいまだ高率である。妊産婦

死亡をいかに減少させるかは、母子保健の向上に課せられた重要なテーマである。との課

題を解決するためには、その原因を明らかにすることが何よりも先決であることはいうま

でもない｡ 

しかるに、私の経験からみる限り、臨床経過を詳しく知り得ることは、個人の秘密に関す

ることであり、古傷にさわることにもなりかねないので、原因を調査することは仲々むず

かしいのが実情である。 

ここでは、年来行ってきた実態調査からみた死因調査の重要性､意義について述べるととも

に、体験から得た反省点をあげ、今後の対策について私見を述べてみたい。 


